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葛飾区は持続可能な開発目標（SDGｓ）を

支援しています。
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区 長 あ い さ つ

葛 飾 ら し い 協 働

P.3

● 「葛飾らしい協働」の輪を広げていくために

● 葛飾区職員出前講座

● 葛飾みんなの協働サイト

ひとりぼっちのご飯を無くしたい！

子どもは 誰でも 無料の食堂
あったかキッチン水元

日本語のすばらしさを “わらべうた”で

0～2歳児に伝える、読み聞かせ活動
ととけっこう

婦人部会の力が、葛飾の美化清掃を支える！

まちの「清掃関連情報」の伝道師

葛飾清掃協力会

婦人部会

ごみは資源、資源は宝！

リサイクルにも積極的に取り組む！

葛飾東清掃協力会

婦人部会

モンチッチとコラボ！

乳がんの“早期”発見・治療の大切さを広める

公益財団法人

日本対がん協会

ゆったり、簡単、でも効果大！

“健美操”リーダーがシニアの健康を支える
健美操リーダーの会
けんびそう

立石に誰もが気軽に知り合える場を！

「ふれあう・ささえ合う・助け合う」まちづくり
小地域福祉活動立石

新小岩駅北口に、もっと賑わいを！

絶賛 “地域活性化中”

住民の手でまちを潤し、仲間を集める

合言葉は、新小岩駅をもっとメジャーに！

高砂の知名度を上げるために活動１6年

子どもが思わず踊り出す“音楽祭”をめざす！

公益社団法人　

東京青年会議所

葛飾区委員会

積極的に地元とつながり　若人の育成や

コミュニティ活性化を担う青年集団

新小岩北エリア

マネジメント検討部会

明治時代・日本生まれの“ソフトテニス”

子どもからシニアまで楽しんでいます!

「かつしかグルメ選手権Jａぱんカップ」

区内パン屋めぐりが新しい娯楽へと発展

金町WRAP

高砂音楽祭実行委員会

葛飾区商店街連合会

葛飾区商店街振興組合

連合会

葛飾区ソフトテニス連盟

協働推進担当からのお知らせ

SDGs推進担当からのお知らせ

社会福祉協議会からのお知らせ

● 協働をすすめ さらに持続可能な 葛飾へ

● 動画で見る！ 葛飾区の協働

 　葛飾協働まちづくり表彰

● 協働のまち葛飾  下町川柳コンクール

● ボランティア・地域貢献活動センター

新小岩南エリア

マネジメント検討部会

生きづらい悩みをわかちあう　

無理せず、少しずつ、つながれる場“金町ＷRAＰ”

P.17
町会が主体となって実現

移動販売で年配者の“買物困難”を助ける！
高砂一丁目町会

P.19
令和４年度の相談件数 1,800件！

無料で法律相談、区民の不安を和らげる！
葛飾弁護士俱楽部

P.1

P.2

ラ ッ プ

～葛飾区はSDGｓを推し進めています～
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葛飾区では、

区と区民の皆様との連携に限らず、

区民の皆様が「より良いまちにしよう」

という思いをもって

日々取り組んでいらっしゃる全ての活動が

「葛飾らしい協働」であると考えています。

区民、事業者、団体等の多様な皆様が、

地域を良くしようという思いを持ち、

お互いに理解・尊重し合いながら活動することが、

「夢と誇りあるふるさと葛飾」を

実現していくための一歩となります。

皆様一人一人の「より良いまちにしよう」

という思いを「協働の活動」につなげつつ、

その活動の輪を広げていきましょう。

　葛飾区は、人情にあふれ、地域内での人と人と

のきずなが強い土地柄です。そのため、かねてより

さまざまな人や団体、工業、商業、農業をはじめと

する区内産業に携わる方々などにより、地域を良く

しようとする活動が連携して行われてきました。

　このきずなによる活動は、現在に至っても脈 と々

受け継がれています。この特色を大切にするとともに、さらに大きく発展

させて、本区との関わりのある方々や団体、事業者の皆様がそれぞれの

特色を活かして協働することにより、地域を良くしようという活動はより

一層の効果をあげることができます。

　そして、この協働の取組が広がり、積み重ねられていくことにより、「夢と

誇りあるふるさと葛飾」を築くことができると考えています。

　現在もさまざまな形で協働による素晴らしい活動や事業が活発に行わ

れています。そのごく一部ではありますが、皆様にご紹介したいと考え、

16団体に取材をさせていただきました。

　今回で10冊目の発行となりますが、ご紹介した方々をはじめ、各方面の

皆様からの反響も大きく、喜んでいただいております。今年も、この事例

集により、本区で行われている協働の取組やそれに携わる方々の熱い思い

などを皆様にお伝えし、一人でも多くの方に地域を良くする活動に関心を

持っていただき、また、参加していただけるようになればと考えております。

　最後になりますが、本事例集の作成にあたって取材にご協力いただいた

皆様に心より感謝いたします。ありがとうございました。

令和6年（2024年）3月

葛飾区協働事例集の発行にあたって
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ひ と り ぼ っち の ご 飯 を 無 くし た い !

子 ど も は  誰 で も  無 料 の 食 堂子どもがすごく

楽しんでます！

巻き込んで
活動してます！

て
い
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
に
息
抜
き
の
場
を
作
っ

て
あ
げ
た
い
と
平
成
28
年
に
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

食
堂
の
他
に
、
月
2
∼
３
回
キ
ッ
ズ

向
け
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
苦
手
な
子
で
も
ゲ
ー
ム
を
つ
く
る

こ
と
で
自
信
を
付
け
、
互
い
に
教
え

合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
計
画
性
も
身

に
付
く
と
、
保
護
者
に
も
好
評
で
す
。

　

そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
に
は
夏
休
み
な

ど
の
学
校
給
食
が
な
い
長
期
休
暇
に

お
弁
当
を
各
家
庭
に
届
け
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
見
守
り
や
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

（電話）03ｰ5654ｰ8578子育て政策課〈連絡先〉

　

あ
っ
た
か
キ
ッ
チ
ン
水
元
は
、“
子
ど

も
は
誰
で
も
無
料
の
食
堂
｟
子
ど
も
食

堂
｠„
で
す
。
開
催
は
毎
月
第
2
金
曜
日

午
後
５
時
∼
６
時
半
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

水
元
地
区
の
飯
塚
小
学
校
・
幸
田
小

学
校
・
水
元
小
学
校
等
の
児
童
が
、
多

い
時
は
１
０
０
人
ほ
ど
来
て
く
れ
て
、

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
他
校
の
児

童
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
人
と
の
交
流

が
良
い
刺
激
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
に
も
つ
な
が
り
、
保
護
者
同
士

の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

始
ま
り
は
、
民
生
委
員
の
な
か
で

「
様
々
な
事
情
で
食
事
を
と
る
こ
と
が

で
き
な
い
子
ど
も
が
い
る
」
と
話
題
に

な
っ
た
こ
と
。
他
に
も
両
親
が
共
働
き

な
ど
で
い
つ
も
一
人
で
食
事
を
し
て
い

る
子
ど
も
や
、
親
が
病
気
で
介
護
を
し

寂しそうだった子どもの目が

みるみる輝きだすのがうれしい！

　私は民生委員の活動を通して、孤立して

いる子どもがいる、という現実を知ったん

です。 親が心の病気のため学校に通えな

い兄妹がいて、寂しそうな目をしている･･･

何かせずにはいられませんでした。そうい

う子たちが食堂に来てくれるようになって、

より良い方向に変わっていく姿をみると、

本当に良かったと思いますよ。

　今でこそ、子ども食堂の意義は全国的に

認められています。しかし葛飾で始めた当

初はネガティブな見方をする方もいて、本

人だけでなく親も傷つきました。このまま

ではいけないと思い、“みんなで一緒にご

飯を食べる、子どもは誰でも無料の食堂”

として、近隣の学校にチラシを置くなど努

力を重ねました。

　今では、地域のボランティアの皆さんに

も支えられ、楽しく過ごせる場所になりま

した。 正直なところ苦労はありますが、自

分も元気になるし、やりがいを感じますね。

誰でも参加できる「子どもは

誰でも無料の食堂」を実現

学校や年齢の枠を超えた

子どもの居場所づくり

プログラミング教室を開催、

子どもの可能性を広げる場

へ進化

あ
っ
た
か

INTERVIEW

いとう

むらかみ　 まきお

参加児童保護者

伊藤さん

代表

村上 牧夫さん

シニアの人々を

プログラミング教室も

楽しいよ！

❶ ❷ ❸

あ
っ
た
か
キ
ッ
チ
ン
水
元

関連する主なSDGsゴール

理事

岡村 明さん
おかむら　あきら

コロナ禍でのおにぎり等の配布
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
｟
乳
幼
児
編
｠
」
で
、

わ
ら
べ
う
た
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
学
ん
だ
受
講
生
が
グ
ル
ー
プ
を
結

成
し
ま
し
た
。

　

中
央
図
書
館
の
ほ
か
、
令
和
５
年
度

か
ら
毎
月
第
１
水
曜
日
に
、
東
京
か

つ
し
か
赤
十
字
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
、
に
い
じ
ゅ
く
地
区
図
書
館

で
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
た
ち
か
ら
は
、
「
赤
ち
ゃ
ん

だ
け
で
な
く
親
も
癒
さ
れ
る
」
、
「
親

子
の
絆
が
自
然
と
深
ま
る
」
な
ど
と

大
好
評
で
す
。

（電話）03ｰ3607ｰ9201中央図書館〈連絡先〉

　

「と
と
け
っ
こ
う
、
よ
が
あ
け
た
♪
」※
、

２
拍
子
の
素
朴
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
歌
声

が
、
中
央
図
書
館
の
会
議
室
に
響
き
ま

す
。
0
∼
2
歳
の
小
さ
な
子
ど
も
と

親
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声
…
。

　

毎
月
第
3
金
曜
日
の
午
前
中
に
開

催
さ
れ
て
い
る
「
わ
ら
べ
う
た
と
絵
本

の
会
」
で
す
。
“
読
み
聞
か
せ
„
と
い

う
よ
り
は
、
親
子
で
“
わ
ら
べ
う
た
„

を
一
緒
に
歌
っ
て
遊
ぶ
４０
分
、
毎
回
10

曲
を
超
え
る
わ
ら
べ
う
た
を
歌
っ
て

い
ま
す
。

　

実
は
こ
の
会
は
、
親
か
ら
わ
が
子
へ
、

日
本
語
の
す
ば
ら
し
さ
を
“
音
・
リ
ズ

ム
„
で
楽
し
く
伝
え
る
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
運
営
し
て
い
る
の
は
、
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
と
と

け
っ
こ
う
」
で
す
。
中
央
図
書
館
が
平

成
27
年
度
に
開
催
し
た
「
読
み
聞
か
せ

　０〜２歳の乳幼児は、親から言葉を学び

ます。親が愛情を持って言葉を教えるの

に、わらべうたが最適なんです。どの歌も

２拍子でやさしいリズム、この２拍子が子

どもの気持ちを落ち着かせるんです。

　赤ちゃんは言葉の意味はわからないか

ら話しかけない、という人もいますが、わら

べうたなら意味がわからなくても親子で

一緒に楽しめます。 子どもたちも覚えて

歌い出しますよ。そうやって言葉を覚えて

いくんです。 わらべうたは、わが子への

すばらしい贈り物。ぜひ魅力を知って欲

しいです。

　また、わらべうたは何度でも繰り返して

歌うことができる点もすばらしいんです。

なかなか泣き止まない、なかなか寝てく

れない、そんなときに、繰り返し歌ってみて

ください。

　わらべうたには、子育てを助ける知恵も

備わっているんですよ。

日本語のすばらしさを “わらべうた” で

0～2歳児に伝える、読み聞かせ活動

わらべうたを使って

親子の絆を深める

日本語のすばらしさを

わらべうたで伝える活動

令和５年度から、にいじゅく

地区図書館にも活動の場を

広げる

❶ ❷ ❸

と
と
け
っ
こ
う

関連する主なSDGsゴール

※

わ
ら
べ
う
た
「
と
と
け
っ
こ
う
」
の
歌
詞
。

　

 

ニ
ワ
ト
リ
の
朝
鳴
く
声
を
表
し
た
も
の
。

INTERVIEW

わらべうたは

わが子へのすばらしい贈り物

代表

宮木 ふみ子さん
みやき　　　　　　 こ

前代表

山浦 敬子さん
やまうら けいこ

会のはじまりは ととけっこう♪から
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婦人部会の力が、葛飾の美化清掃を支える !

まちの「清掃関連情報」の伝道師

を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
葛
飾
清
掃
協
力
会
情
報
紙
「
ご

み
ゼ
ロ
か
つ
し
か
」
｟
年
2
回
刊
｠
を
発

行
し
、
新
し
い
情
報
を
住
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
5
つ
の
地
区
に
分
か
れ
て

地
域
別
環
境
問
題
懇
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、
ご
み
減
量
の

大
切
さ
や
資
源
と
ご
み
の
正
し
い
分

別
な
ど
を
学
び
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る

こ
と
を
区
の
職
員
に
聞
い
て
い
ま
す
。

　

婦
人
部
会
の
皆
さ
ん
は
、
長
年
住
ん

で
い
る
住
民
な
ら
で
は
の
き
め
細
か

な
フ
ォ
ロ
ー
で
、
区
の
美
化
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。

（電話）03ｰ3693ｰ6113清掃事務所〈連絡先〉

　

現
在
区
内
に
は
約
2
万
9
0
0
0

カ
所
の
ご
み
集
積
所
が
あ
り
ま
す
。
生

活
環
境
を
清
潔
に
保
つ
た
め
、
地
域
住

民
に
清
掃
に
関
す
る
知
識
や
情
報
の

普
及
に
努
め
て
い
る
方
々
が
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

西
側
の
葛
飾

清
掃
協
力
会
と
、東
側
の
葛
飾
東
清
掃

協
力
会
の
婦
人
部
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

葛
飾
清
掃
協
力
会
婦
人
部
会
は
、
区

の
西
側
の
立
石
等
12
地
区
か
ら
1
名

ず
つ
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

婦
人
部
会
の
最
も
大
き
な
役
割
は
、

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
、

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
住
民
の
皆
さ

ん
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
す
。
買
物
な

ど
で
世
間
話
を
す
る
と
き
に
、
知
識
を

広
め
て
い
ま
す
。
新
し
く
転
入
し
て
き

た
方
に
は
個
別
に
ご
み
出
し
の
案
内

生ごみ・ひと絞り  年間約２億円 削減! 

身近な声かけでまちを美しく

　先日の婦人部会役員会で「水分が多い生

ごみは、各家庭でひと絞りするだけで区の

ごみ処理経費約２億円の節約に繋がる」と

区の方から聞きました。じゃあ、皆さんに

お伝えしなきゃ、「ひと絞り２億円よ」と（笑）。

清掃関連情報は買物の時などを活用し、

こまめにコツコツ周りにお伝えしています。

　外国人住民の方も増えていますが、ご

み出しの仕方を知らないことが多くて。

そんなときは区が発行している４か国語

のごみ出し案内リーフレットを渡して、身振

り手振りで説明しています。

　地域の方も非常に協力的で、自主的に

ごみ掃除などをしてくれています。 地道に

伝えてきたことに応えてくれる人がいて、

以前に比べて本当にまちがきれいになり

ました。

　このように婦人部会が伝え続けて、まち

をきれいにしていることを、私たちは誇り

に思っています。

清掃関連のイベントに地域

住民の方が参加するよう声

がけをする

住民にこまめに声をかけて

ごみ問題の知識を広める

４か国語のごみ出し案内の

リーフレットを駆使して、外国人

住民の方にも積極的に周知

部会長

田島 美津江さん（奥戸）

たじま　　　みつえ

INTERVIEW

❶ ❷ ❸

葛
飾
清
掃
協
力
会
婦
人
部
会

関連する主なSDGsゴール

副部会長

西山 桂子さん

（新小岩北）

副部会長

三ツ井 敏子さん

（四つ木）

にしやま　けいこみつい　　　としこ

ごみ減量キャンペーンで

啓発グッズを配布

ごみ減量キャンペーン
まちかどでの啓発活動

地域別環境問題懇談会での司会
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❶ ❷ ❸

「
ご
み
ス
リ
ム
」
｟
年
2
回
刊
｠
を
発
行

し
、
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
会
長
の
鈴
木
恭
子
さ
ん
と

ご
近
所
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
、
高

砂
の
一
部
地
域
で
は
、
ご
み
集
積
所
に

買
物
カ
ゴ
で
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を

つ
く
り
ま
し
た
。
ま
だ
使
え
る
“
い
ら
な

い
も
の
„
を
必
要
な
人
が
自
由
に
持
っ

て
い
け
る
よ
う
に
し
て
お
り
、“
も
っ
た

い
な
い
„
解
消
に
ひ
と
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　

“
ご
み
は
資
源
、
資
源
は
宝
„
を
合
言

葉
に
、
婦
人
部
会
の
皆
さ
ん
が
行
政
で

は
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な
い
細
か
な
部
分
を

支
え
、
区
の
美
化
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　

葛
飾
東
清
掃
協
力
会
婦
人
部
会
は
、

主
に
区
の
東
側
の
ま
ち
を
美
し
く
保

つ
た
め
、
清
掃
に
関
す
る
知
識
や
情
報

を
住
民
の
方
々
へ
広
め
て
い
ま
す
。
高

砂
等
７
地
区
か
ら
9
名
の
委
員
で
構

成
さ
れ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
清
掃
関

連
施
設
を
見
学
す
る
清
掃
施
設
見
学

会
を
年
3
回
行
い
、
清
掃
に
関
す
る
最

新
情
報
を
学
ん
で
い
ま
す
。
中
央
防
波

堤
埋
立
処
分
場
｟
東
京
湾
｠
で
、
限
り

あ
る
ご
み
処
分
場
の
現
状
に
つ
い
て
、

小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
学

ぶ
夏
休
み
親
子
施
設
見
学
会
や
、
自

治
町
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
行
く
施

設
見
学
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

施
設
見
学
会
は
大
変
好
評
で
、
長
年
続

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
葛
飾
東
清
掃
協
力
会
情
報
紙

　中央防波堤埋立処分場で、ごみ分別の

様子を見ると泣けてきますよ。 例えば、

ベッドのマットは金属ばねと綿などを手で

仕分けていて重労働！これを毎日している

人がいる、もう感謝、感謝です。委員として

何回も処分場に来てますが、“ごみじゃ

ないです、資源・宝です”と毎回痛感、自分

たちも日々頑張ろうと感じさせられます。

　今の子どもたちは、ごみ問題を学校で

習っているからいろいろ知っていて、夏休

み親子施設見学会で知識を披露するんで

すよ。それを聞いて親世代が勉強していま

す。昔はごみ問題に関心がない人も多

かったけれども、少しずつ変わってきまし

たね。

　ごみ集積所は、汚くしているとドンドン

汚れてしまいます。 だから常にきれいにし

て、自分たちが模範になろうと思ってます。

婦人部会だけでなく、みんなで取り組め

れば最高ですね。

ごみは資源、資源は宝！

リサイクルにも積極的に取り組む！

ごみは「資源・宝」の意識を

普及

年3回の清掃関連施設見学で

清掃に関する最新知識を学ぶ

地域住民へ清掃関連の

知識や情報を広める

部会長　

鈴木 恭子さん（高砂）

すずき　　きょうこ

INTERVIEW

葛
飾
東
清
掃
協
力
会
婦
人
部
会

関連する主なSDGsゴール

（電話）03ｰ3693ｰ6113清掃事務所〈連絡先〉

感謝の気持ちが湧いてくる

清掃施設見学会が大人気

す
ず
き  

き
ょ
う
こ

施設
見学会の
様子

副部会長　

今田 美加さん

（東金町）

いまだ　　　みか

副部会長　

黒沢 富子さん

（金町）

くろさわ　とみこ
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産業フェア

乳がん啓発キャラクターも

踊りに参加！

❶ ❷ ❸

「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
音
頭
」
を
披
露
。
ブ
ー

ス
で
は
、
啓
発
パ
ン
フ
㆑
ッ
ト
や
バ
ッ

ジ
の
配
布
を
行
い
、
大
人
だ
け
で
な
く
、

小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
多
く

の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
毎
年
10
月
を
中
心
に

ブ
㆑
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
の
普
及
に

努
め
て
い
ま
す
。
ブ
㆑
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア

ネ
ス
と
は
、
普
段
の
状
態
を
把
握
し
変

化
が
あ
れ
ば
す
ぐ
受
診
す
る
、
40
歳
以

上
は
2
年
に
1
回
乳
が
ん
検
診
を
受

け
る
と
い
う
生
活
習
慣
の
こ
と
で
、
国

も
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
で
命
を
落
と
す
方
を
１
人
で

も
減
ら
せ
る
よ
う
に
と
、
同
協
会
は
意

欲
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
対
が
ん
協
会
は
、
「
が
ん
で
苦

し
む
人
や
悲
し
む
人
を
な
く
し
た
い
」

と
、
が
ん
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
10
月
の
乳
が
ん
の
早
期
発

見
・
適
切
な
治
療
の
大
切
さ
を
伝
え
る

「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
新
小
岩
駅

前
の
モ
ン
チ
ッ
チ
の
銅
像
に
ピ
ン
ク
色

の
ス
タ
イ
を
つ
け
て
、
乳
が
ん
の
早
期

発
見
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
モ
ン
チ
ッ
チ
と
の
写
真
撮
影
会
も

行
わ
れ
、
テ
㆑
ビ
取
材
も
入
っ
て
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
大
盛
況
。
多
く
の
人
が
関

心
を
持
っ
て
く
れ
て
、
広
く
啓
発
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
の
産
業
フ
ェ
ア
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め

の
ブ
㆑
ス
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
呼
び
か
け
る

家庭でも職場でも気楽に

乳がんについて話せる社会にしたい

　乳がんについての話は深刻になりがち

なので、「ピンクリボンフェスティバル」では

なるべく明るく関心を持っていだたけるよ

う、アイデアを凝らしています。

　葛飾区さんには、モンチッチの銅像にピ

ンクのスタイをつけるアイデアを受け入れ

てくださって感謝しています。

　また、産業フェアでは、子どもたちが素

直に関心をもってくれたのが良かったです。

子どもからお母さんに、検診へ行った方

がいいよと言ってもらえるのなら、こんな

にうれしいことはないです。

　まだ、乳がんは女性だけがなるものと

いった偏見や、なったら職場や家族にも

言いづらいといった状況があります。

　がんは誰もがなりうる病気で、いまや死

に直結する病気ではありません。正しい

知識を持つことで大人や子ども、男性女

性関係なく、ごく普通の話題として話せる

ようになってほしいと願っています。

モンチッチとコラボ！

乳がんの“早期”発見・治療の大切さを広める

産業フェアへ参加し

普及啓発活動を実施

最先端の考え方「ブレスト・

アウェアネス」の普及活動

新小岩のモンチッチ銅像に

ピンクのスタイをつける

アイデアで多くの人に周知

INTERVIEW

公
益
財
団
法
人

日
本
対
が
ん
協
会

関連する主なSDGsゴール

（電話）03ｰ3602ｰ1268健康づくり課〈連絡先〉

啓発推進グループ

アシスタントマネジャー

里井　愛さん

さとい　　 あい

テレビ取材で、より多くの人にPRできました

※モンチッチは、

世界中で愛さ

れている、葛飾

区ゆかりのキャ

ラクターです。

産業フェア

乳がん啓発キャラクターも

踊りに参加！

©Sekiguchi

1112



　

シ
ニ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
る
健
美
操
講
座
で
は
、
毎
回
50
人

以
上
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
「
動
き
が

楽
に
な
っ
た
」
「
開
催
が
楽
し
み
」
な
ど

と
大
好
評
で
す
。

　

に
こ
わ
新
小
岩
の
講
座
で
は
、
講
座

終
了
後
に
参
加
者
か
ら
の
「
今
後
も
継

続
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
に
よ
り
、

自
主
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
「
身
近
な
場
所
で
参
加
で
き
て
嬉

し
い
」
と
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ふ
れ
あ
い
銭
湯
事
業
で

も
実
施
す
る
な
ど
、
活
躍
の
場
が
さ
ら

に
広
が
っ
て
お
り
、
シ
ニ
ア
の
健
康
づ

く
り
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

（電話）03ｰ5698ｰ6202地域包括ケア担当課〈連絡先〉

 

“
健
美
操
„
は
筋
肉
や
五
臓
六
腑
に

関
わ
る
経
絡
・
経
穴
｟
つ
ぼ
｠
を
意
識
し

な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
動
く
、
東
洋
医
学

や
多
種
多
様
の
呼
吸
法
、
現
代
運
動
生

理
学
を
取
り
入
れ
た
体
操
で
、
身
も
心

も
深
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
区
の
健
美
操
講
座
で
は
、
シ

ニ
ア
の
方
が
取
り
組
み
や
す
い
よ
う

に
、
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
行
え
る
体
操

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

健
美
操
講
座
の
進
行
役
を
務
め
る

の
は
、“
健
美
操
„
の
理
論
と
実
践
を

学
ん
だ
「
健
美
操
リ
ー
ダ
ー
の
会
」
の

皆
さ
ん
で
す
。

　

区
は
平
成
29
年
度
か
ら
健
美
操
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
を
開
催
。
現
在
は
１
期

生
と
２
期
生
が
、
勉
強
会
を
開
く
な
ど

互
い
に
技
術
を
磨
き
な
が
ら
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　健美操は、呼吸・身体・精神の３つの調

和が大事です。息を調え、内臓を調える、

そうすると心身も調って、楽しくなります。

　健やかに美しく自分をコントロールし、

日々のストレスに負けない自分をつくると

いう体操です。東洋医学、呼吸法、運動生

理学等に基づいてつくられており、理論が

深いんです。それがわかりやすく伝わるよう、

やさしい言葉に置き換えて伝えています。

　はじめは意味がわからずに身体を動かす

ので、スゴさもわからない。それでも続け

ていくうちに、身体のゆがみ、ズレをゆる

めて正す、それで身体が調うということが

わかってきます。そうするとみんなやる気

になりますね。私なんかずっと病院知らず、

元気です。脳も活性化しますよ！

　会の皆さんは、みんな勉強熱心で一生

懸命ですから会うのが楽しみです。健美

操の実践者が、1人２人と増えていくのも、

勇気づけられてとてもうれしいです。

ゆったり、簡単、でも効果大！

“健美操”リーダーがシニアの健康を支える

健美操リーダー養成講座を

修了したボランティアが進行

椅子に座ったままできる体操

のため、気軽に参加できる

シニア活動支援センターと

にこわ新小岩で好評開催

❶ ❷ ❸

健
美
操
リ
ー
ダ
ー
の
会

関連する主なSDGsゴール

INTERVIEW

健やかに美しく自分をコントロール

病気知らず、元気になって、脳も活性化！

リーダー１期生

大嶋 洋子さん

おおしま   ようこ

呼吸・筋肉・つぼを意識しながら動きます

経絡・経穴（つぼ）についての解説

け
ん

び

そ
う

ととの
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令
和
４
年
に
は
、
立
石
西
町
会
・
立

石
仲
町
会
・
立
石
友
和
町
会
区
域
の

「
げ
ん
き
会
」
を
開
催
。
昔
を
懐
か
し
み

な
が
ら
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
時
間
も
設
け
ら

れ
、
参
加
者
同
士
が
楽
し
く
交
流
で
き

る
工
夫
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
令
和
５
年
は
、
新
た
な
サ
ロ

ン
活
動
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

小
地
域
福
祉
活
動
立
石
は
、
町
会
や

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
が
連
携
・
協
働
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

（電話）03ｰ5654ｰ8242福祉管理課〈連絡先〉

　

小
地
域
福
祉
活
動
立
石
は
、
立
石
地

区
に
住
む
方
々
が
身
近
な
場
所
で
気

軽
に
参
加
で
き
る
「
居
場
所
づ
く
り
」

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
始
め
た
平
成
28
年
は
、
立
石

地
区
の
敬
老
イ
ベ
ン
ト
で
困
り
ご
と

相
談
や
体
力
測
定
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
「
も
っ
と
近
く

で
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
要
望
が
あ
り
、
令

和
３
年
か
ら
４
つ
の
地
域
で
、“
よ
り

身
近
な
居
場
所
づ
く
り
„
を
め
ざ
し
て

サ
ロ
ン
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

最
初
に
本
田
町
会
・
立
石
南
町
会
・

梅
田
町
会
区
域
の
地
域
サ
ロ
ン
「
タ
ッ

チ
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
サ
ロ
ン

で
は
、
新
聞
棒
を
使
っ
て
体
を
ほ
ぐ
す

健
康
体
操
や
手
話
ソ
ン
グ
で
簡
単
な

手
話
を
学
ん
だ
り
し
ま
す
。
気
軽
に
参

加
し
や
す
い
と
好
評
で
す
。

　誰でも気軽に集まれるように立石を４つ

に分けてサロン活動を行おうと思っていま

したが、令和３年はコロナ禍で人とふれ

あってはいけない状況。私たちの活動は、

人とのふれあいを目的にしているので、さ

てどうしたものかと…。何とか工夫して活

動を続け、令和5年には3回開催し、「次は

いつやるの？」と言われるまでになりまし

た。とっても嬉しいことです。

　特に人気があるのは、「おしゃべり

タイム」。何を話してもいいのですが、

これが本当に面白くて話が途切れ

ません。街で出会うと、「この前は楽しかっ

た」なんて言ってもらうこともあり、そのよ

うな声を聞くと何回でもやろうという気持

ちになります。

   民生委員には、「おせっかい」大歓迎とい

う気持ちがあります。その「おせっかい」

ができるのが立石。 これを大きく広げて

いくのが小地域福祉活動だと思います。

これからも居場所づくりを通じて、「おせっ

かいの輪」を広げたいと思っています。

「ふれあう・ささえ合う・助け合う」まちづくり

立石に誰もが気軽に知り合える場を！

コロナ禍で、感染対策を

はじめ、工夫を凝らしな

がらサロン活動を継続

福祉のまちづくりをめざして

幅広い関係機関が連携・協働

参加者が身近な場所で

気軽に参加できるように

さまざまな工夫

❶

小
地
域
福
祉
活
動
立
石

関連する主なSDGsゴール

INTERVIEW

「この前は楽しかった」と言われると

何回でもやろうという気持ちになります

委 員 長

菅野 武 さん

すがの   たけし

副委員長 

澤目 和子さん

さわめ 　かずこ

げんき会リーダー

市村 和幸さん

いちむら かずゆき

倉持 俊次郎さん

くらもち しゅんじろう

北條 良子さん

ほうじょう りょうこ

タッチ会リーダー

倉品 美奈子さん

くらしな    みなこ

❷ ❸
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❶ ❷ ❸

菜
な
ど
の
重
た
い
荷
物
を
抱
え
て
歩

く
の
は
、
と
て
も
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
何
と
か
し
た
い
と
考
え

た
町
会
長
の
石
川
富
雄
さ
ん
は
、
区
と

相
談
し
な
が
ら
こ
の
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
に
。
町
会
長
自
ら
コ
ン
ビ
ニ
店

代
表
者
と
交
渉
し
、
移
動
販
売
の
実
現

に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

移
動
販
売
は
、
歩
行
が
困
難
に
な
り

始
め
て
い
る
方
や
車
を
持
た
な
い
方

な
ど
、
特
に
高
齢
者
に
大
好
評
で
す
。

同
じ
時
間
に
集
ま
る
こ
と
で
、
お
し
ゃ

べ
り
の
場
に
も
な
っ
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
“
町
会
„
が
主
体
と
な
っ
て
、

地
域
課
題
を
解
決
す
る
好
事
例
で
す
。

　
　

高
砂
一
丁
目
町
会
は
、
区
域
初
の

“
日
常
の
買
物
が
困
難
な
方
へ
の
移
動

販
売
„
を
、
町
会
の
力
で
成
し
遂
げ
ま

し
た
。
令
和
５
年
２
月
か
ら
、
諏
訪
野

八
幡
神
社
境
内
に
、
毎
週
水
・
金
曜
日

の
正
午
か
ら
午
後
２
時
ま
で
、
コ
ン
ビ

ニ
の
移
動
販
売
車
が
や
っ
て
き
ま
す
。

パ
ン
や
弁
当
、
飲
み
物
、
お
菓
子
な
ど
、

一
部
を
除
き
店
頭
と
同
様
の
品
ぞ
ろ

え
で
、
運
営
し
て
い
る
の
は
セ
ブ
ン
—
イ

㆑
ブ
ン
高
砂
店
で
す
。

　

高
砂
一
丁
目
の
区
域
は
、
長
ら
く
小

売
店
が
な
い
地
域
で
し
た
。
中
川
と
新

中
川
の
間
に
挟
ま
れ
て
お
り
、
日
々
の

買
物
に
青
砥
駅
近
く
ま
で
行
く
に
は

長
さ
6
4
0
メ
ー
ト
ル
の
青
砥
橋
を

越
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

も
太
鼓
橋
で
弓
な
り
の
勾
配
が
あ
る

た
め
、
車
を
持
た
な
い
年
配
の
方
が
野

「移動販売車が来て、助かりました」の声、声・・・

生まれ育った地域に、恩返しできてうれしい！

　今年の夏は記録的な猛暑だったからね、

年配の方たちから「近くで買物できて楽

です、助かりました」とか、「移動販売の日

は散歩がてら通っているよ」と言われて、

やって良かったなぁと思います。

　移動販売のオープン記念式典では、たく

さん人が集まりました。区役所の方だけで

はなく、新聞やテレビ等のマスコミも来ま

してね。自分も初めてテープカットを体験

したりして、開店まで長かったので想いひ

としお、嬉しかったです。

　この辺は、自分が子どもの頃は100世帯

ぐらいだったけれど、今や1,340世帯と10

倍以上になって、移動販売車が駐車できる

空地が見つからず困っていました。 ようや

く今の場所を使えることになった時は、本

当にありがたかったですね。

　子どもの頃から住んでいるから、この土

地に愛着があるんです。 地元への恩返し

になればと思っています。

町会が主体となって実現

移動販売で年配者の“買物困難”を助ける！

年配の買物困難者などの

ちょっとした買物をサポート

町会が主体的に行動し、

地元の課題を解決！

移動販売の場所がコミュ

ニケーションの場になった

INTERVIEW

高
砂
一
丁
目
町
会

関連する主なSDGsゴール

（電話）03ｰ5654ｰ8219地域振興課〈連絡先〉

町会長

石川 富雄さん

いしかわ　とみお

商
品
約
3
5
0
種
を

積
ん
だ
軽
ト
ラ
ッ
ク

令和５年２月のオープン記念式典

中川に架かる長～い青砥橋

い
し
か
わ 

と
み
お
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❶ ❷ ❸

　

こ
れ
に
加
え
、
年
１
回
、
土
曜
日
に
法

律
相
談
を
受
け
た
り
、
休
日
に
他
の
士

業
団
体
と
一
緒
に
相
談
会
を
開
催
す

る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
他
自
治
体
に
は

例
が
な
く
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
11
年
に
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
教
訓
に
、
全
国
に
先
駆
け
て

災
害
時
の
法
律
相
談
に
関
す
る
協
定

を
区
と
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
災

害
時
に
お
け
る
被
災
者
の
心
理
的
負

担
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
先
進
的
な

取
組
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
や
空
き
家
対

策
、
個
人
情
報
保
護
、
児
童
相
談
な
ど
、

様
々
な
問
題
解
決
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　

葛
飾
弁
護
士
倶
楽
部
は
、
区
内
に
法

律
事
務
所
ま
た
は
住
所
を
も
つ
弁
護

士
の
親
睦
団
体
で
、
現
在
の
会
員
数
は

約
50
名
で
す
。
区
民
の
た
め
の
無
料
の

法
律
相
談
を
昭
和
26
年
頃
か
ら
続
け

て
い
ま
す
。

　

平
日
は
毎
日
、
午
後
１
時
か
ら
４
時

４０
分
ま
で
の
間
、
区
役
所
の
区
民
相
談

室
で
実
施
。
相
続
や
離
婚
、
借
地
借
家
、

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
悩
み
事
に
対

し
て
法
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
面
談
だ
け
で
な
く
、
電
話
や
オ

ン
ラ
イ
ン
な
ど
で
も
相
談
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
ま
す
｟
要
予
約
｠
。

　

さ
ら
に
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
需
要
に

応
え
よ
う
と
、
第
1
木
曜
日
は
午
前
8

時
40
分
か
ら
早
朝
の
相
談
を
、
第
2
水

曜
日
は
午
後
7
時
20
分
ま
で
の
夜
間

相
談
を
そ
れ
ぞ
れ
開
始
し
ま
し
た
。

気軽に相談に来てほしい！

“親しみやすい弁護士”が葛飾の伝統であり自慢です

　葛飾弁護士倶楽部は、先輩後輩の垣根

を越えて率直に意見を交わすことができ、

本当に居心地がいいです。下町である葛

飾の人間性もあるのかもしれませんね。

　区民のために無料の法律相談を中心に

活動をしていますが、もともとは弁護士同

士の親睦を深めるためなどに始まった会

なんです。年１回、総会を兼ねた旅行へ

行ったり、１月に新年会を行うなど、区内

の弁護士と仲良くなれて情報交換が気楽

にできるのが、とてもありがたいです。

　この法律相談だけでは、時間の都合上、

その場で全てを解決することは難しいで

すが、相談者の方から「すっきりしまし

た」とか「何をしたらいいのか分かりまし

た」と言ってもらえると、お悩み解決の糸

口になれたかなと思って嬉しくなります。

　法律相談には、女性専用の日も設ける

など、なるべく相談しやすいようにと工夫

しています。気軽に利用してほしいです。

令 和 ４ 年 度 の 相 談 件 数1,800 件！

無 料で 法 律 相 談、区 民 の 不 安 を 和 らげる！

毎日、区役所で無料相談

毎月１回、早朝・夜間も対応

他の自治体に先駆けて

電話やオンラインでの

相談にも対応

全国に先駆けて災害時の

法律相談に関する協定を

区と締結

INTERVIEW

葛
飾
弁
護
士
俱
楽
部

関連する主なSDGsゴール

（電話）03ｰ5654ｰ8448すぐやる課〈連絡先〉

理事長　弁護士　

伊集院　剛さん

いじゅういん  たけし

選べる相談方法

面 談 電 話
オン

ライン

葛飾区役所2階で平日開催
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得
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊
べ
る

よ
う
に
人
工
芝
を
敷
い
て
広
場
を
つ

く
っ
た
り
、
新
小
岩
北
エ
リ
ア
の
お
店

に
よ
る
飲
食
や
雑
貨
等
の
チ
ャ
㆑
ン
ジ

出
店
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
置
い
て
、

音
楽
で
人
々
が
自
然
と
集
ま
る
空
間

を
つ
く
っ
た
り
、
地
元
店
舗
や
地
域
活

動
を
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
発
信
・

周
知
し
、
将
来
の
広
告
事
業
へ
の
可
能

性
を
探
る
実
験
も
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
の
結
果
や

課
題
を
踏
ま
え
て
、
取
組
の
検
討
を
行

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
エ
リ
ア
に
関
わ
る

多
様
な
立
場
の
人
や
地
元
企
業
な
ど

と
の
意
見
交
換
の
場
を

立
上
げ
、
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
組
織
の
設
立

を
め
ざ
す
な
ど
、
日
々

奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。

（電話）03ｰ5654ｰ8331都市計画課〈連絡先〉

　

新
小
岩
北
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検

討
部
会
は
、
新
小
岩
駅
周
辺
地
域
の

価
値
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
た
、
賑
わ

い
創
出
に
つ
な
が
る
活
動
を
区
と
協

働
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

部
会
員
は
新
小
岩
北
地
域
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
か
ら
選
抜
さ
れ
た
16
名
。

将
来
的
に
は
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト※

組
織
を
立
ち
上
げ
、
収
益
と
支
出
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
持
続
的
に
ま

ち
に
魅
力
と
活
力
を
生
み
出
し
て
い

く
こ
と
を
め
ざ
す
新
し
い
取
組
で
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
賑
わ
い
の
創
出
に

効
果
的
な
取
組
を
模
索
す
る
た
め
、
６

月
か
ら
11
月
ま
で
月
１
回
、
社
会
実
験

イ
ベ
ン
ト
「
あ
そ
び
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
北
口
駅
前
広
場
と
東
北
広
場
、
ス
カ

イ
デ
ッ
キ
た
つ
み
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
信
用
金
庫
か
ら
も
協
力
を

　社会実験イベントでの発見は、地元店が

出店すると「近くにこんな店があるって、初

めて知った」というつながりができること

ですね。毎月イベントを行うと、中学生など

の子どもたちが友達を連れてきたり、しば

ふひろばで周りの子に声を掛けて遊んだ

り、イベント後の掃除なども自主的に手

伝ってくれるんですよ。自然な形で“地域の

つながり”ができることに感動しました。

　どうすれば人が集まるのか、“賑わい”に

つなげていけるのか、見えてきていますよ。

私達自身、この活動を始めて普段会うこと

がない他の町会の方や意欲的な人たちと

の出会いがたくさんあって良かったです。

　活動を継続することで、地域のつながり

が広がり、更なる賑わいの向上になると実

感しました。将来、南地域と更に連携して

いきたいと感じています。

新小岩駅北口に、もっと賑わいを！

絶賛 “地域活性化中”

❶ ❷ ❸

新
小
岩
北

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
部
会

資金やノウハウ等で自立した

地域主体の“地域活性化”を

行うための組織化をめざす

社会実験イベント「あそびば

プロジェクト」企画・運営

大人、子ども、お店が“自然と

つながる”コミュニケーション

活性化に成功

“地域のつながり”が広がる活動を継続して、賑わうまちづくりを！

INTERVIEW

北エリアを盛り上げる

検討部会の皆さん

※

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
地

域
自
ら
の
課
題
の
解
決
や
エ
リ
ア

価
値
の
向
上
を
め
ざ
し
、
地
域
が

主
体
的
に
行
う
取
組
の
こ
と
。

松本 八郎さん/町山 光司さん

犬飼 暁明さん/細井 操さん

竹本 利昭さん/小黒 軍治さん

福島 信一さん/元川 昭二さん

相馬 太一郎さん

平野 陽一さん

※写真の方以外の部会員は

御覧の皆さんです。

樋口 理一さん

ひぐち　　ただかず

須﨑 隆昭さん

すざき　 たかあき

坂上 義春さん

さかうえ　よしはる

荒川 利夫さん

あらかわ　 としお

青柳 勇さん

あおやぎ いさむ

寅ヶ口 敬祥さん

とらがぐち　 けいしょう

デジタルサイネージで

地域活動を発信

ストリートピアノ 地元のお店の商品や雑貨が並びます

関連する主なSDGsゴール

2122



ド
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
参
加
型
の

催
し
を
企
画
。
地
元
の
飲
食
店
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
、
雑
貨
販
売
な
ど
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
出
店
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
人
工
芝
を
敷
い
て
子
ど

も
を
中
心
に
く
つ
ろ
げ
る
エ
リ
ア
を
つ

く
っ
た
り
、
バ
イ
オ
リ
ン
＆
ギ
タ
ー
の

生
演
奏
、
縁
日
な
ど
、
様
々
な
企
画
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
検
討
部
会
の
メ
ン
バ
ー
に

加
え
、
社
会
実
験
を
通
し
て
つ
な
が
り

の
で
き
た
方
や
地
元
企
業
等
に
も
声

掛
け
を
し
て
新
た
な
仲
間
を
集
め
な

が
ら
、
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム※

を

立
ち
上
げ
、
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
て

計
画
・
検
討
を
行
っ
て

い
く
と
い
う
次
の
ス

テ
ー
ジ
に
進
ん
で
い
き

ま
す
。

〈連絡先〉

　

新
小
岩
南
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検

討
部
会
は
、
新
小
岩
駅
周
辺
地
域
の

価
値
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
た
、
賑
わ

い
創
出
に
つ
な
が
る
活
動
を
区
と
協

働
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

部
会
員
は
新
小
岩
南
地
域
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
か
ら
選
抜
さ
れ
た
６
名
。

現
在
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
地
元
信

用
金
庫
の
協
力
を
得
て
実
験
的
に
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
自
分
た
ち
で
、
収
益
と
支
出
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
実
験
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
６
月
か
ら
11
月
ま

で
月
１
回
、
社
会
実
験
イ
ベ
ン
ト
「
親

子
ガ
ー
デ
ン
」
を
新
小
岩
駅
南
口
駅
前

広
場
で
行
い
ま
し
た
。
毎
月
テ
ー
マ
を

変
え
、
長
時
間
の
滞
在
や
親
子
の
参
加

を
狙
っ
た
和
太
鼓
体
験
や
ハ
ン
ド
メ
イ

持続可能な活動の仕組みを構築中、きっとできると信じています！

　新小岩は東京駅に近い好立地な場所、

もっと有名で魅力的なまちにしたい！そ

んな想いの強いメンバーで、結束力がある

のが自慢です。みんな新小岩が大好きだ

から、今度は自分たちが盛り上げていくん

だという気持ちがあるんです。

　今の若い世代は、社会参加にも関心の

ある住民がいっぱいいて、そういう人たち

がまちづくりに参加しやすくなるようにし

たいと思います。今回の活動を通じて、新

たに活動に参加してもらえた方がいるの

で、今後もさらに輪を広げたいと思います。

　こういう活動はボランティアが当たり前

で、販売する焼そばは200円とか、利益

度外視で安くなければダメという思いこ

みがあるので、それを意識改革して、きち

んとお金をとってビジネスとして成り立つ

ようにする。それがこれから未来が開ける、

持続可能な方法でしょうね。きっとできる

ようになると信じています。

合言葉は、新小岩駅をもっとメジャーに！

住民の手でまちを潤し、仲間を集める

社会実験イベント「親子

ガーデン」の企画・運営

新小岩南エリアにある商店

会等の次世代リーダーが

活動を支える

❶ ❷ ❸

新
小
岩
南

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
部
会

南
エ
リ
ア
で
奮
闘
中
！

検
討
部
会
の
皆
さ
ん

さまざまなブースが並びます！

伊藤 雅良さん

いとう　 まさよし

関 一男さん

せき　 かずお

須賀 慎章さん

すが　　よしあき

星野 聖人さん

ほしの　きよひと

浅岡 純一さん

あさおか　じゅんいち

廣瀬 昌光さん

ひろせ　　まさみつ

資金やノウハウ等で自立した

地域主体の“地域活性化”を

行うための組織化をめざす

※

エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

は
、
エ
リ
ア
に
関
わ
る
多
様
な
立

場
の
人
が
集
ま
っ
て
エ
リ
ア
の
将

来
像
や
課
題
解
決
に
つ
い
て
話
し

合
う
議
論
の
「
場
」
の
こ
と
。

INTERVIEW

（電話）03ｰ5654ｰ8331都市計画課

関連する主なSDGsゴール

何にしよう！
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❶ ❷ ❸

経
営
者
や
地
域
住
民
を
対
象
に
し
た

外
国
人
雇
用
の
効
果
や
雇
用
方
法
に

つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避

難
民
の
現
状
に
つ
い
て
の
講
演
、
小
学

生
を
対
象
と
し
た
国
際
サ
ッ
カ
ー
交

流
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
長
の
任
期
は
1
年
。
そ
の
た
め

毎
年
新
た
な
委
員
長
が
イ
ベ
ン
ト
運

営
に
挑
戦
し
四
苦
八
苦
、
大
い
に
奮
闘

し
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
区
内
の
若
手

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｃ
葛
飾
は
、
産
業
界
や
地
域
の
団

体
等
と
協
働
で
、
積
極
的
に
地
域
に
根

差
し
た
活
動
を
行
っ
て
、
地
元
と
の
つ

な
が
り
を
つ
く
り
、
郷
土
愛
を
育
ん
で

い
ま
す
。

 

東
京
青
年
会
議
所

葛
飾
区
委
員
会

｟
以
下
、
J
C
葛
飾
｠
は
、
「
明
る
い
豊

か
な
社
会
の
実
現
」
を
め
ざ
し
、
社
会

貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
は
5
月
に
「
第
46
回

わ
ん

ぱ
く
相
撲
葛
飾
区
大
会
」
を
区
と
協

働
で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
小

学
生
が
学
年
ご
と
、
男
女
別
に
競
い
合

い
ま
す
｟
幼
児
相
撲
も
同
時
開
催
｠
。

　

小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
男
子

優
勝
者
は
都
大
会
へ
進
み
、
両
国
国
技

館
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
を
め
ざ
し

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
子
ど
も
た

ち
の
育
成
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

同
年
７
月
に
は
、
社
会
課
題
の
勉
強

会
「
こ
ち
ら
葛
飾
区
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
発

生
所
」
を
開
催
。
「
国
際
交
流
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
中
小
企
業

　「わんぱく相撲」で、子どもたちが真剣に

立ち向かっているのを見て、心の底から

やっていて良かったと感動しました。負け

ると涙したり、来年度こそ勝つと言ってい

るのを聞いたりしまして…大会の準備には、

すごく苦労をしましたけど。 私は東京の西

側の会社に勤めているので終業後、葛飾

区に移動して仲間と合流し、徹夜続きで準

備を進めてきました。若くないとできない、

けれど得難い経験、信頼し合える仲間が

できました。 仕事との両立は正直大変で

したが、会社でも時間の使い方がうまく

なって、部下に任せることができるように

なりました。

　私のような会社員のJC葛飾会員は珍

しく、多くは次世代経営者の方たちです。

なので、区内の多くの人と顔がつながり、

成長できました。ぜひ若い世代の方に、ＪＣ

葛飾に参加していただき、この感動を知っ

てもらえるとうれしいです。

「わんぱく相撲葛飾区大会」を

ボランティア運営

「こちら葛飾区イノベーション

発生所」で、社会課題の勉強

会を実施

地元のコミュニティの活性化

を推進する社会活動

公
益
社
団
法
人　

東
京
青
年
会
議
所 

葛
飾
区
委
員
会

関連する主なSDGsゴール

（電話）03ｰ5654ｰ8177政策企画課〈連絡先〉

委員長

小林 達也さん

こばやし  たつや

こちら葛飾区イノベーション発生所こちら葛飾区イノベーション発生所

地 域 へ の 社 会 貢 献 活 動 で

人 生 で 最 高 の 経 験 が で き ま し た！

INTERVIEW

参加者

交流の

様子

積極的に地元とつながり

若人の育成やコミュニティ活性化を担う青年集団

JC葛飾の皆さん

将来の力士が

誕生するかも!?

わんぱく相撲

葛飾区大会

こちら葛飾区イノベーション発生所では

セミナーやサッカーなどで国際交流しました！
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を
書
き
、み
ん
な
で
分
か
ち
合
い
ま
す
。

こ
の
ワ
ー
ク
で
は
、
他
の
人
の
話
を
聞

く
こ
と
で
視
野
が
広
が
り
、
自
分
の
気

に
し
す
ぎ
な
こ
と
や
怒
り
を
覚
え
る
ポ

イ
ン
ト
に
気
付
け
る
と
好
評
で
す
。

 

公
認
心
理
士
の
福
田
由
美
子
さ
ん
の

サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
参
加
者
の
多
く
が

悩
ん
で
い
た
こ
と
の
整
理
が
で
き
、
心

が
楽
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

定
例
会
以
外
に
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

な
ど
の
交
流
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
28
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
会
は
、

区
で
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
方
々
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
、“
人
と
安

心
し
て
つ
な
が
れ
る
場
„
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（電話）03ｰ5654ｰ8578子育て政策課〈連絡先〉

　

金
町
W
R
A
P
は
、
ア
メ
リ
カ
で
生

ま
れ
た
「
W
R
A
P
」
｟
元
気
回
復
行

動
プ
ラ
ン
｠
の
考
え
方
を
も
と
に
し
て
、

自
分
で
自
分
の
元
気
を
つ
く
っ
て
い
く

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

定
例
会
は
、
毎
月
最
終
土
曜
日
の
午

後
４
時
半
か
ら
、
東
金
町
に
あ
る
「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
あ
き
み
つ
」
で
開
催
。

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
方
を
は
じ
め
、

「
自
分
の
元
気
を
自
分
で
つ
く
り
出
し

た
い
人
」
や
「
人
と
つ
な
が
り
た
い
と
思

う
人
」
な
ど
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

定
例
会
で
は
、
心
と
身
体
の
健
康
を

維
持
す
る
た
め
に
、
自
分
の
状
態
を

知
っ
て
対
処
す
る
方
法
を
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

を
行
い
ま
す
。
例
え
ば
、
『
元
気
に
役
立

つ
道
具
箱
』で
は
、
1
枚
の
大
き
な
紙
に
、

参
加
者
は
自
分
が
元
気
に
な
る
方
法

「自分の元気は自分でつくる」

お手伝いをしています

　金町WRAPは、年齢や障害の有無に関

係なく誰でも参加できます。参加するには、

批判をしない、怒らないなど簡単なルール

があります。 みんなそれを守って、若い人

から６０代後半の人までお互いを受け入れ

て、安心して話せる場となっています。

　日常生活で辛く感じることがあっても、

「あきみつサロン」に来てくれれば、新しい

考えを持った自分に生まれ変われますよ。

参加者はみんな優しい人たちばかりです。

　私たちの活動は、「自分の元気は自分で

つくる」という考え方を基本にしていて、それ

を見つけ出すためのお手伝いだと考えて

います。 例えば、自分の思いを上手に伝え

られなくて人間関係がうまくいかず、体調

が悪くなってしまうことがありませんか？

誰でもそんなときがあると思います。そん

な苦しみから楽になる方法は、実は自分の

なかにあります。私たちの会でそれを見つ

けてください。待っています。

生きづらい悩みをわかちあう

無理せず、少しずつ、つながれる場 “金町ＷRAＰ”

生きづらさを抱える方だけ

でなく、誰でも参加できる

ＷＲＡＰなどの心理療法を

行い、自己回復を手助け

交流のためのお楽しみ会を

みんなで考え、開催

代表　

近藤 勝彦さん

こんどう　 かつひこ

INTERVIEW

❶ ❷ ❸

金
町
W
R
A
P

関連する主なSDGsゴール

ふ
く
だ　

ゆ
み
こ

ラ
ッ
プ

【WRAP】…Wellness（元気）、Recovery（回復）、Action（行動）、

Plan（プラン）の頭文字。精神的な困難を抱えた人たちが、気分を乱す

ような状況への気づきを高め、調子が悪くなったときに回復を促す「自

分で作る自分のリカバリープラン」。アメリカの精神障害をもつ人たちに

よって構築され、世界中で活用されている。

ラップ

グループワークの様子

元気に役立つ道具箱

金町ＷＲＡＰをサポートする

公認心理士・福田由美子さん

みずまち　みちる

水町 倫瑠さん

みずまち　みちる

参加者参加者

水町 倫瑠さん
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シニア健康交流会の様子

❶ ❷ ❸

通
じ
て
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
、

学
年
別
や
個
人
戦
、
団
体
戦
な
ど
が
あ

り
、
大
忙
し
で
す
。
当
日
は
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
参
加
者

が
腕
を
競
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
か
つ
し
か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
初
心
者
向
け
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
初

心
者
の
子
ど
も
た
ち
が
、
初
め
て
ボ
ー

ル
を
打
ち
返
せ
た
と
き
に
見
せ
る
笑

顔
が
、
連
盟
ス
タ
ッ
フ
の
大
き
な
励
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
愛
す
る
メ
ン
バ
ー

が
、
そ
の
楽
し
さ
を
広
め
る
活
動
を
精

力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

葛
飾
区
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
は
、
区

内
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
の
普
及
や
競

技
力
向
上
に
向
け
て
活
動
し
て
お
り
、

23
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が
所
属
し

て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
、
１
３
９
年
｟
令
和

５
年
現
在
｠
の
歴
史
を
誇
る
日
本
で
生

ま
れ
育
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
明
治
初

期
に
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
｟
硬
式
｠
が
伝
来

し
た
際
、
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
使
用
す
る
日

本
独
特
の
テ
ニ
ス
｟
軟
式
｠
が
考
案
さ

れ
ま
し
た
。
区
内
で
は
、
中
学
校
の
先

生
方
が
中
心
と
な
っ
て
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

を
地
域
に
広
め
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
は
、
「
区
民
体
育
大
会
・
区

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
で
行
わ
れ
る
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
で
す
。
参
加
者
の
と
り

ま
と
め
や
、
大
会
準
備
か
ら
当
日
の
運

営
ま
で
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
１
年
を

　私たちの学生時代は、ソフトテニスが大

人気でした。そのまま大人になって今でも

続けています。運動不足解消にも、気楽

にやれていいんです。

　葛飾区は教職員の方が熱心だし、小中

学校にもソフトテニスの設備がちゃんとあ

るんですよ。校庭のコートを借りる料金も

安いから、PTAの方とかも参加して、子ども

とお母さんが一緒にという感じで広まっ

ていくんです。昔やってた人も多いから、

始めると仲間がいっぱいできる楽しさが

あります。区内には、地域ごとにテニスク

ラブがあるので、気軽にできる環境があ

るのもいいですね。

　今はシニアの方もクラブを結成したりし

て、高齢者の愛好家も多いです。ぶつかり

あうスポーツじゃないから、怪我も少ない。

ボールがラケットにあたったときの感触

が気持ちいいですよ。 ぜひ、挑戦してみて

ください。

明治時代・日本生まれの“ソフトテニス”

子どもからシニアまで楽しんでいます!

「区民体育大会」の大会

準備や運営に従事

「かつしかスポーツフェスティバル」

でソフトテニス教室開催

区内ソフトテニスの競技

人口の増加に貢献

葛
飾
区
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

関連する主なSDGsゴール

理事長　

田島 浩二さん

たじま　　 こうじ

（電話）03ｰ3691ｰ7111生涯スポーツ課〈連絡先〉

手軽で気軽、そして健康にいい、

仲間がいっぱいできて楽しいです！

INTERVIEW

会長　後藤 昭男さん

ごとう   てるお

墨東五区

ソフトテ
ニス大会

2022優
勝!

墨東五区

ソフトテ
ニス大会

2022優
勝!

2期連続優勝

墨東五区ソフトテニス大会 2023

小中学生を対象にしたジュニア講習会には

毎年約100人もの子どもたちが参加します！
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で
選
ば
れ
た
実
力
派
揃
い
。
曲
の
ジ
ャ

ン
ル
も
ロ
ッ
ク
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ

な
ど
幅
広
く
聞
き
ご
た
え
の
あ
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
を
集
め
よ
う

と
、
毎
年
“
音
楽
×
何
か
„
の
テ
ー
マ
を

掲
げ
、
令
和
４
年
は
“
音
楽
×
ご
当
地

ヒ
ー
ロ
ー
„
で
、
区
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー

「
仮
面
の
守
護
者
ゼ
ロ
ン
グ
」
が
登
場
。

令
和
５
年
は“
音
楽
×
地
ビ
ー
ル
„
で
、

葛
飾
初
の
ビ
ー
ル
醸
造
所
「
き
ち
ブ

ル
ー
イ
ン
グ
」
が
出
店
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る

公
園
で
地
元
の
お
店
な
ど
が
出
店
し
、

地
域
一
丸
と
な
っ
て
高
砂
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。

（電話）03ｰ5670ｰ2259文化国際課〈連絡先〉

　

「
高
砂
音
楽
祭
」
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
企
画
を
も
と
に
、
高
砂
の
商
店
街

と
高
砂
音
楽
祭
実
行
委
員
会
が
主
催

と
な
っ
て
、
高
砂
北
公
園
で
毎
年
10
月

に
開
催
さ
れ
る
音
楽
祭
で
す
。

　

実
行
委
員
会
は
、
「
葛
飾
を
代
表
す

る
音
楽
祭
を
高
砂
で
開
催
し
、
全
国
的

に
高
砂
の
知
名
度
を
上
げ
る
」
こ
と
を

目
標
と
し
て
、
企
画
が
好
き
な
有
志
約

10
名
が
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

高
砂
音
楽
祭
は
平
成
20
年
か
ら
開
始

し
、
令
和
5
年
は
9
組
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
に
よ
る
演
奏
の
ほ
か
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
商
店
街
で
使
え
る
商
品
券
争
奪

〇
×
ゲ
ー
ム
な
ど
を
開
催
。
縁
日
や
飲

食
の
ブ
ー
ス
が
立
ち
並
び
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
お
よ
そ
1
万
2
０
０
０
人

も
の
来
訪
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

　音楽の質は妥協したくないんです。だか

らオーディションをして、それなりのレベル

にある方々に出演していただいています。

出演者だけじゃなく、高砂音楽祭に来て

くれた観客の皆さん全員に音楽を楽しん

でもらいたいんです。

　音楽を聞いて、子どもたちが自然と踊り

出したりして、嘘偽りなく心から楽しんで

いるのを見ると感動します。それを毎回

やりたいし、目標なんです。

　ひところ、「イノベーションを起こす人材は

若者・バカ者・よそ者」だと言われてたで

しょ、自分は「若者」で「バカ者」だなって

思ってます（笑）。 実行委員の中には、葛

飾区民じゃない「よそ者」もいるんですよ。

一緒に高砂を盛り上げたいと参加してく

れています。

　区外の人にももっと知られて、名実とも

に葛飾一の音楽祭と言われるように、これ

からも頑張ります。

高砂の知名度を上げるために活動１6年

子どもが思わず踊り出す“音楽祭”をめざす！

子どもも踊り出す、実力の

あるミュージシャンが出演

地元の商店街と連携し、

高砂音楽祭を企画・運営

令和５年は約12,000人が

来場、地域活性化に大きく

貢献

❶ ❷ ❸

高
砂
音
楽
祭
実
行
委
員
会

関連する主なSDGsゴール

INTERVIEW

ht tp : / /mus ic . takasa-go.com/  ▶

葛飾一の音楽祭をめざして

いや、もうなったかな？どうかな?（笑）

実行委員長

石川　拓磨さん

いしかわ　　たくま

フリーマーケットも大人気♬

地元のお店も出店♪
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❶ ❷ ❸

　

パ
ン
は
、
毎
年
「
チ
ョ
コ
」
や
「
ナ
ッ
ツ

&
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
」
な
ど
の
テ
ー
マ

が
あ
り
、
参
加
す
る
パ
ン
屋
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
逸
品
を

考
案
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
メ
選
手
権
を
企
画
し
た
坂
田
副

会
長
は
、
グ
ル
メ
の
内
容
を
決
め
る
際
、

パ
ン
が
良
い
の
で
は
と
い
う
意
見
か
ら

「
じ
ゃ
、
パ
ン
に
し
よ
う
」
と
、
「Ｊ
ａ
ぱ
ん

カ
ッ
プ
」に
し
た
そ
う
で
す
。

　

参
加
店
も
今
で
は
20
店
を
超
え
、
互

い
に
技
術
を
競
い
合
い
㆑
ベ
ル
ア
ッ
プ
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、
生
活

圏
を
越
え
て
ま
で
目
当
て
の
パ
ン
を

買
い
に
行
く
人
が
増
え
、
見
事
狙
い
は

大
当
た
り
。
賑
わ
い
の
創
出
に
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。

 

「
か
つ
し
か
グ
ル
メ
選
手
権
Ｊ
ａ
ぱ
ん

カ
ッ
プ
」
は
、
区
内
の
パ
ン
屋
さ
ん
に
よ

る
「
パ
ン
の
葛
飾
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
を

競
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
葛
飾
区
商
店
街

連
合
会
｟
区
商
連
｠
と
葛
飾
区
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
｟
区
振
連
｠
が
共
催

し
て
、
平
成
31
年
か
ら
毎
年
１
・
２
月

頃
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

審
査
員
は
区
民
の
皆
さ
ん
。
店
舗
イ

ベ
ン
ト
の
期
間
中
に
参
加
店
の
パ
ン
屋

さ
ん
を
巡
っ
た
り
、
最
終
日
に
開
催
さ

れ
る
会
場
イ
ベ
ン
ト
で
食
べ
比
べ
て
、

お
気
に
入
り
の
パ
ン
に
投
票
。
最
も
投

票
数
の
多
か
っ
た
「
葛
飾
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
」
の
パ
ン
店
は
、
会
場
イ
ベ
ン
ト
で
発

表
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
会
場
は
、
お

笑
い
ラ
イ
ブ
や
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
な
ど
で

盛
り
上
が
り
、
参
加
者
の
舌
や
目
を
大

い
に
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

美味しいパンの買い回りイベントで、商店街に活気が出てうれしい！

　「Jaぱんカップ」は、すごく人気があって

盛り上がっています。私も妻や娘に言われ

て、出品しているパンを車で買い回りに行

きます。これがまた美味しいんですよ！

　当初、パンのテーマを決めるとき、我々は

わからなくて。「テーマは焼きそばパン」な

んて言ってたら、パン屋さんたちから「それ

はパンじゃない、お惣菜です」って言われ

てね。チョコとかナッツがテーマになって、

どうなるんだろうと思っていたら、皆さん

凄く工夫して、お店ごとに本当に違うパン

がいろいろ出てきたからビックリしました。

　今年度で5回目になりますけれど、値段

は毎回200円から300円程度にしても

らっているんです。この値段でパン屋さん

は採算とれているのかなって心配になる

ような、素晴らしいパンを作っていただい

ています。

　このイベントは大成功しているので、今後

さらに盛り上げていきたいですね。

「かつしかグルメ選手権Jａぱんカップ」

区内パン屋めぐりが新しい娯楽へと発展

参加者多数！人気イベント

「かつしかグルメ選手権

Jaぱんカップ」企画・運営

若い人たちにも各所の商店

街を周遊させることに成功

まちのパン屋さんが有名

になることで、商店街に

賑わいを創出

INTERVIEW

葛
飾
区
商
店
街
連
合
会

葛
飾
区
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

関連する主なSDGsゴール

（電話）03ｰ3838ｰ5559商工振興課〈連絡先〉

商店街

連合会の

皆さん

お気に入りのパンは

見つかったかな！？

区商連会長/区振連理事長

染谷 光雄さん

そめや　  みつお

区商連副会長

坂田 幸康さん

区商連副会長

古山 巧さん

さかた　 ゆきやすこやま　たくみ
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推進に向けた主な取組

地域社会が持続的に発展

　葛飾区では、区と活動者との連携に限らず、さまざまな皆様が、

「地域社会を良くしよう」という思いを持って、お互いを理解・

尊重しながら行う活動の全てを「協働」と位置付けています。

こうした「地域社会を良くしよう」という思いを持って「夢と

誇りあるふるさと葛飾」を実現していくことが「葛飾らしい

協働」です。

　区では、葛飾区基本計画に「協働推進プロジェクト」を掲げ、

協働の推進に向けた環境づくりを進めています。

区の取組や地域で行われている活動など区

政や地域の魅力を効果的に発信し、地域へ

の思いを育み、協働意識を醸成しています。

また、協議会、意見交換会、勉強会、交流会

などのさまざまな機会を通じて、地域の課題

を共有しながら、地域の魅力を高めるための

活動につなげています。

地域活動に興味がある方や地域活動に有益

な知識・技術を持つ方が、協働の活動をはじ

めるための「きっかけ」づくりを進めています。

多様な主体を協働の取組につなげて、さま

ざまな分野で新たな取組を生み出し、協働の

可能性を広げています。

●葛飾区協働事例映像の制作・放映、

　協働事例集の発行

●職員出前講座の実施

　下町川柳コンクールの実施　

●「協働のまち葛飾」（広報かつしか）の連載

●各種協議会・意見交換会・勉強会・交流

　会の開催、計画等策定への参画 など

●葛飾みんなの協働サイトの運営

●協働による事業の実施

 （共催・実行委員会・事業協力・後援等）

●ボランティア・地域貢献活動センターの

運営（葛飾区社会福祉協議会による） など

葛飾区基本計画「協働推進プロジェクト」の概要

協働意識・郷土意識を醸成する

協働を広げる・深める

❶協働への「きっかけ」をつくる

❷ 協働の可能性を広げる

協働の活動者同士が情報共有や連携し合え

る環境づくりを進めてつながりを広げ、その

つながりを深めながら協働の取組を活発化

させています。

❸ つながりを広げる・深める

●各種助成・補助金事業（葛飾区地域活動

団体事業費助成金 など）

●葛飾みんなの協働サイトの運営（再掲）

●ボランティア・地域貢献活動センターでの

各種相談・セミナー など

  （葛飾区社会福祉協議会が実施）　

推進に向けた主な取組

推進に向けた主な取組

地域の協働の活動が安定的かつ持続的に発

展できるよう、それぞれの活動者が抱えている

課題を把握し、活動者の特性や事業の目的・

内容等を考慮しながら、必要な支援を進めます。

協働の活動を支える

政策企画課（協働推進担当）

区 民

葛飾区

地域に集うさまざまな主体が協働して

地域社会をより良くする取組

地域に集うさまざまな主体が協働して

地域社会をより良くする取組

地域に集うさまざまな主体が協働して

地域社会をより良くする取組

● 防災・防犯、環境美化など

　地域を良くするまちづくり活動

● 町内会・ボランティア活動への

　参加

● 地域で行われるイベント・懇談

　会等への参加

事業者
教育機関

● 地域活動・市民活動への参加

● 地域活動に有益な知識、

　技術を活かした地域貢献

● 地域課題解決に向けた協力、

　支援

自治町会
NPOなどの

活動団体

社会福祉

協議会

地域活動団体

●地域活動が安定的に継続できる取組

●区政や地域の魅力を効果的に発信

●課題解決に向けた支援の検討

●職員向け協働研修を実施

● 専門性や特性を活かして

　地域の活性化や課題解決に

　向けた取組

● 団体間の情報共有や連携

● ボランティアの募集・支援

● 担い手の確保・育成

「葛飾らしい協働」の輪を広げていくために

1 .

3 .

2.

電 話 FAX

メール KYOUDOU@city.katsushika.lg.jp

03ｰ5698ｰ150103ｰ5654ｰ8177
問い合わせ
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第６回

テーマ

令和4年度

第
一
生
命
賞

区

長

賞

葛
飾
川
柳
連
盟
会
長
賞

一般の部

小学生の部

葛
飾
川
柳
連
盟
会
長
賞

区

長

賞

教

育

長

賞

葛
飾
川
柳
連
盟
会
長
賞

区

長

賞

教

育

長

賞

中学生の部
み
ん
な
が
“
こ
と
ば
„
の
力
で
、

つ
な
が
り
、
助
け
合
い
、
葛
飾
愛

を
深
め
て
い
く
！

そ
う
し
た
思
い
を
込
め
て
、
川
柳

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

葛
飾
の
魅
力
が
つ
ま
っ
た
作
品

を
紹
介
し
ま
す
！

●第7回（令和5年度）は、「わたし

の幸せ」をテーマに実施しました。

● 第8回（令和6年度）の応募に

関する情報は、令和6年夏ごろ

公表予定です。

コ

ン

ク

ー

ル

町
工
場　
「
僕
が
継
ぐ
よ
」
と

四
代
目

ち
ょ
い
レ
ト
ロ　
ち
ょ
い
都
会
さ
を

あ
わ
せ
も
つ

初
夢
は　

一
寅
二
両

三
翼

猫
タ
ン

林　

昌
代

ク
リ
キ
ン
ト
ン

町
工
場　

元
気
な
音
で

活
気
つ
く

か
つ
し
か
は　
き
ん
ぎ
ょ
の
か
た
ち

し
っ
て
る
か
い

し
ん
き
ん
せ
ん　
い
つ
か
き
っ
と

の
り
た
い
な

織
田　

信
長

石
鉢　

瀬
奈

あ
ー
み
ん

遊
ん
で
た　
リ
カ
ち
ゃ
ん
実
は

発
祥
地

亀
有
で　

笑
っ
て
泣
い
た

映
画
館

葛
飾
は　

ア
ニ
メ
溢
れ
る

夢
の
町

土
屋　

杏
珠

た
だ
の
葛
飾
区
民

佐
藤　

弘
基

特

別

賞

第
一
生
命
賞

第
一
生
命
賞

あ
と
十
年　

区
制
百
年

み
と
ど
け
る

真
琴

と
ら
さ
ん
は　
こ
こ
に
い
ま
す
よ

か
つ
し
か
く

ウ
タ
タ
カ
ラ
ラ
バ
イ

下
町
の　

技
術
溢
れ
る

町
工
場
誇
張
し
す
ぎ
た
シ
シ
ョ
ウ
な
め
て
ん
の
？

下

町

川

柳

協
働
の
ま
ち
葛
飾

令和5年度の入賞・入選作品

や過去の入賞作品につきま

しては、区公式ホームページ

をご覧ください。

お 知 ら せ

葛飾区　協働川柳

葛 飾 愛

区内で地域貢献活動をしている自治

町会や区民活動団体、ＮＰＯ、事業者

などの皆様が、活動内容やイベント、

ボランティア募集などの情報をタイ

ムリーに紹介することができる「葛飾

みんなの協働サイト（以下

「協働サイト」という。）」を

運営しています！

●フェイスブックのグループ機能を使

い、会員同士の投稿を共有（シェア）※

する場です。

●会員は、ご自身のフェイスブックサイト

において投稿し、その中から、協働サイ

トで紹介したい記事を「シェア機能」を

使って共有することで、投稿を広く周知

することができます。

●他の団体等の外部向け記事もご自身

のページに表示されるようになるので、

区のさまざまな協働の団体等の活動

を知ることができるようになります。

活動紹介やイベントの開催、ボラン

ティア募集など、基本的に団体等の

活動に関するものであればシェアで

きます。記事をシェアして広く周知・

PRしましょう！

※「シェア」とは・・・自分や他の人が投稿した内容

を、自分以外の人（友達やその他多数）に広める

こと。また、「シェア」する際にコメントを入れて

投稿することもできる。

協働サイトに登録を希望する場合は、

区公式ホームページから申請書を

ダウンロードし、必要な書類を添え

て政策企画課（協働推進担当）まで

ご提出ください。

葛 飾 み ん な の 協 働 サ イ ト

協働サイト

とは？

新規会員団体募集中！

協働サイトへシェアできる内容

詳細は、区公式ホーム

ページをご覧ください。

※協働サイトへシェアできないものや禁止事項

　 については、利用規約でご確認ください。

葛飾みんなの協働サイト

協 働 推 進 担 当 か ら の お 知 らせ【 問い合わせ 】 政策企画課（協働推進担当）　電話：03-5654-8177
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協 働 推 進 担 当 か ら の お 知 らせ【 問い合わせ 】 政策企画課（協働推進担当）　電話：03-5654-8177

葛飾区　出前講座

葛 飾 協 働 ま ち づ く り 表 彰

動画で見る！ 葛飾区の協働 葛 飾 区 職 員 出 前 講 座

　区内において、地域をより良くし、区民福

祉の向上に寄与する活動に尽力されてい

る方や団体、事業者の皆様の功績を称えて、

葛飾協働まちづくり表彰を行っています。

▼ 区公式ホームページでも紹介しています。

地域や事業者の皆様に協働による取組を広く知って

いただくため、 活動の一部を映像にまとめました。
「協働」を進めるためには、まず区の現状や取組などの情報を共有

することが大切です。そこで、区職員が皆様の地域に伺い、区の現状

や取組についてお話しする「職員出前講座」を実施しています。

講座一覧よりご希望の講座をお選びください。

※同時に２つ以上の講座の申込みも可能です。

時間や場所にとらわれずに受講できるオン

ライン版の職員出前講座を区公式YouTube

で配信しています。ぜひ、ご覧ください！

貸出しを希望される方は、政策企画課（協働

推進担当）までお問い合わせください。

DVDは 無償で貸出ししています
令
和
５
年
度
の

掲
載
団
体 

梅田町会

葛飾の川をきれいにする会

南葛SC

自主生産品販売所協議会

立石ぴいこ音楽祭実行委員会

葛飾区　協働表彰

▼ 区公式ホームページでチェック！

YouTubeや DVD で

ご覧いただけます

対　象

日　時

会　場

申込書配布

申 込

方 法

申 込

方 法

オンライン版職員出前講座の配信について

1

受講希望日の20日前までに、講座の担当課にご連

絡ください。なお、日時調整が必要な場合があり

ますので受講希望日を３日程度お伝えください。

※オンライン申請フォームからも申し込めます。

2

受講希望日を確認後、講座の担当課へ所定の申

込書をご提出ください。

※オンライン申請フォームからの申込みの場合は、申込書の提出は不要です。

区職員が会場へ伺い、お話しします。

※この講座は、政治・宗教・営利活動を目的とした催しには利用できません。 また、区に対する

陳情などをお受けする目的で行うものではありませんので、ご理解ください。

区内在住・在勤・在学の10名以上の

団体・グループ

区内のご希望の場所

（会場については、申込団体・グループでご用意ください。）

区公式ホームページ・区民事務所・

地区センター・図書館など

午前９時〜午後９時の２時間以内

（年末年始を除く）

葛飾区　協働映像

1

2

3

4

5

1 2 3 4 5

（掲載順）

職員出前講座

オンライン

申請フォーム

講座を選ぶ

3

4

申 込 む

出前講座実施

講座の

担当課に

連絡する

▼ 区公式ホームページでも紹介しています。

▲
区公式YouTube

（50音順・敬称略）令和4年度の受彰団体

·大浦　清宏

·滝沢　恒夫

·二葉　一男

·東京ガスネットワーク（株） 東京東支店

個 　 人

団 　 体

事 業 者

·NPO法人 葛飾区聴力障害者協会

·葛飾区バスケットボール連盟

·葛飾警察署母の会

·（一社）葛飾建築協会

·かつしか女性会議

·葛飾防犯協会

·金町駅北口周辺地区まちづくり協議会

·亀有警察署母の会

·亀有防犯協会

·新小岩北地域まちづくり協議会

·新小岩南地域まちづくり協議会

·高砂地区開発協議会

·立石ぴいこ音楽祭実行委員会

·東京都栄養士会葛飾支部

·（一社）東京都建築士事務所協会葛飾支部

·ふるさと葛飾盆まつり実行委員会

·堀切中央商店街振興組合

·NPO法人 みらくる

·葛飾区クレー射撃連盟

·（一財）葛飾区サッカー協会

·（一社）葛飾区スキー連盟

·葛飾区スポーツ少年団
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17のゴールの概要はこちら！

2030年までに持続可能でより良い世界の実現をめざす国際目標のことです。

貧困や教育、気候変動など達成すべき17のゴールがあります。

　区は、令和12年までにSDGsを達成し、区の持続可能な

発展を実現するため、SDGsの取組の推進や普及・理解促

進を図っています。 令和５年３月には、「葛飾区SDGs推進

計画」を策定し、特に重点的・先行的に進めていく取組を

「SDGsかつしか未来プロジェクト」として掲げています。

　今後も、区民・事業者等の連携・協働を強化し、「持続

可能な『幸せ かつしか』」の実現をめざしていきます。

「SDGs＝世界（地球規模）の話」と敬遠

してしまう方も多いのではないでしょう

か。SDGsは国や自治体だけではなく、

個人や事業者ができる取組もたくさん

あります。一つ一つの行動が

積み重なれば、社会を変える

大きな力になります。

そのほか、職員研修を行い、SDGsへの理解を

深め、行動できる職員を育成しています。

区民や事業者の方に向けて、SDGsの概要や

区の取組をご紹介しています。

「SDGs宣言事業」を行っています。

事業者の方を対象として、SDGsの達成

に貢献する活動の取組事例 （葛飾区

SDGs 宣言）を

募集し、区公式

ホームページな

どで情報発信し

ています。

SDGｓ とは？

エス・ディー・ジーズ

「幸せ かつしか」をめざして

SDGs 推進に向けた主な取組

問い合わせ

あなたの一歩で 世界は変わる！

★
本
冊
子
で
は
、
各
団
体
の
活
動
内
容
に
関
連
す
る
主
な
「
S
D
G
s
ゴ
ー
ル
」
の
ア
イ
コ
ン
を
掲
載
し
て
い
ま
す

●職員出前講座
 　 （オンライン版「教えて！せりさん 

　　 SDGsってなに？」もあります）

●区公式ホームページやSNSでのSDGs情報の発信

●各種イベントでのパネル展示　など

まずは興味のあるゴールに

ついて調べてみましょう。

自分にできることを

考えてみましょう。

考えたことを

実践してみましょう。

STEP１

知　る 知る

STEP２

考える
考える

STEP３

行動する

行動する

動画は

こちらから

区公式ホームページ（SDGｓの達成に向けて）

▲ 計画書をご覧

　 いただけます。

葛飾区

SDGｓ

宣言受付

◀

政策企画課（SDGs推進担当）  電話：03-5654-8575　FAX：03-5698-1501

メール： sdgs@city.katsushika.lg.jp

取組事例

～葛飾区はSDGｓを推し進めています～

争いのない平和な世界をみんなで作ろう

みんなで目標を達成しよう

新しい技術をみんなが使えるようにしよう

人と人の平等、国と国の平等を守っていこう

みんなが住みやすいまちをつくろう

環境も健康も守れるように、

ものを作ったり使ったりしよう

これ以上、地球を暑くしないための行動を起こそう

魚を獲りすぎず、ごみを減らし、

海と海の生き物を守っていこう

陸の環境を守り、

多様な生き物が生き続けられるようにしよう

９ 産業と技術革新の基盤をつくろう

10 人や国の不平等をなくそう

11 住み続けられるまちづくりを

12 つくる責任 つかう責任

13 気候変動に具体的な対策を

14 海の豊かさを守ろう

15 陸の豊かさも守ろう

16 平和と公正をすべての人に

17 パートナーシップで目標を達成しよう

生活に困る、貧しい人がいないようにしよう

みんなが栄養のある食べ物を十分に

食べられるようにしよう

赤ちゃんからお年寄りまで、

みんなが健康に生きられるようにしよう

世界中の人が学べる環境を作ろう

「男だから」「女だから」、

そんな時代はもうおしまいにしよう

みんなが安全な飲み水とトイレを使えるようにしよう

自然にやさしいエネルギーを、

世界中の人々に届けよう

経済成長を進め、みんなが人間らしい仕事をして、

もっと世界を良くしよう

１ 貧困をなくそう

２ 飢餓をゼロに

３ すべての人に健康と福祉を

４ 質の高い教育をみんなに

５ ジェンダー平等を実現しよう

６ 安全な水とトイレを世界中に

７ エネルギーをみんなに そしてクリーンに

８ 働きがいも 経済成長も
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　「ボランティア・地域貢献活動センター」は、ボランティア活動を

したい方と、ボランティアを必要とする方をつないでボラン

ティア活動の輪を広げます。 また、ボランティア団体やNPO

法人などを支援するとともに、葛飾区内の地域貢献活動の

活性化を図るために講座や交流会なども開催しています。葛飾区社会福祉協議会は、区と締結している

「災害時におけるボランティア活動に関する協

定」に基づき、区内で大規模災害が発生した場

合に、災害ボランティアの活動拠点となる災害

ボランティアセンターを設置します。そのため、

日頃から、災害ボランティアセンターの立ち上げ

訓練や各種講座などを通じて、災害時対策や

災害ボランティア活動支援を行っています。

地域や学校へ講師を派遣し、車いす

体験や手話など、さまざまな講座を

開催して、福祉やボランティアに関

する普及啓発を行っています。

ボランティア団体、NPO法人などの紹介や活動をPRするた

め、年１回、秋に実施しています。参加団体には「他の団体と

の交流」、来場者には「ボランティア活動について知ってもら

い、活動に参加するきっかけ」の場となっています。

令和５年度は４年ぶりに模擬店が復活

して、来場者が焼きそばなどを会場で

食べることができました。

その他にも、バザーや手話・点字・災害・防災に関する体験教室などを開催。

また、ホームページに区内の団体を紹介する特設サイトを開設しました。

かつしかボランティアまつり

地域貢献活動サポート事業

福祉・ボランティア出前講座

その他の事業

午前8時30分 から午後5時 まで

（第2・4・5土曜日・日曜日/祝日・年末年始を除く）

月曜日～金曜日・第1・3土曜日
開 設

日 時

場 所

社会福祉法人

葛飾区社会福祉協議会　

東京都葛飾区堀切 ３ｰ34ｰ1 

ウェルピアかつしか 1階

03-5698-2511電 話

FAX 03-5698-2513

問 い 合 わ せ

ボランティアやＮＰＯ活動についての相談窓口

職員や専門家による

相談事業

ボランティア・

ＮＰＯ入門講座

コラボかつしかまつり

協働関係の構築

情報の収集と発信

交流会（年４回）

情報誌「かつしかゴト。」の発行、

メルマガやSNSの発信

●災害ボランティア講座

●災害ボランティア体験講座

●災害ボランティアセンター設置・運営訓練

　（災害時に必要となるボランティア活動などを体験）

●災害ボランティア登録制度　　

●普及啓発活動

●災害支援三者交流会 （ボランティア団体や

　 NPO法人、関係機関との連携体制づくりなど）

●ボランティア講座　　●ボランティア相談　

●福祉教育推進活動　●ハンディキャブ運行事業 かつしか区民大学

単位認定講座

区内のさまざまなボランティア活動を紹介！

「はじめたい、継続したい」を支援！

一 般 相 談

活動方法、団体の結成や

運営、ＮＰＯ法人の設立

などの相談

専門家による相談

災害ボランティア活動支援災害ボランティア活動支援体制づくり

vc@katsushika-shakyo.comメール

法律や税務などのほか、子ど

も食堂など関心の高いこと

をテーマにして開催

地域貢献活動をこれから始

めたい方、基礎的な知識を

学びたい方向けの講座

個人や団体、各関係機関と

の連携及び協働関係構築の

サポート

団体を運営する

上で必要な税

務、会計など、

専門的な相談

（予約制）

詳細は詳細は ホームページを

ご覧ください。

かつしかボランティアまつり

と同時開催

葛飾　社協　ボランティア

ボランティア・地域貢献活動センター
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